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生活リズムの整った生活をしよう 

 

9月の給食目標 

 1923年９月１日に関東大震災が発生したことにちなみ、９月１日は「防

災の日」です。秋は台風シーズンということに加え、近年では気候変動の影

響からか豪雨も頻発し、各地で甚大な被害が相次いでいる状況です。台風の

予報が出てから慌てて買いに行って売り切れ…ということのないよう、日

ごろから水や食料品は多めにストックしておくと安心です。 

水や食料品は最低３日分、できれば１週間分を備えておくことが勧めら

れています。日常よく食べているものを多めに買い置きし、食べたら買い足

す「ローリングストック」で無理なく備えましょう。 

お彼岸は春と秋の年に２回あり、春分の日と秋分の日の前後７日

間のことをいいます。古くから、お墓参りをして先祖供養をする風習

があります。また、「暑さ寒さも彼岸まで」ということわざがあるよ

うに、季節の移り変わりを感じる時期でもあります。 

 お彼岸の食べ物といえば、ご飯をつぶして丸め、小豆のあんで包ん

だ「おはぎ」があります。これは秋の花である「萩」にちなんだ呼び

方で、春には「牡丹」にちなんで「ぼたもち」とも呼ばれます。 

１人１日３L が

目安です。 

好きなお菓子や食べ慣れているものがあ

ると、不安な気持ちを和らげてくれます。 

缶詰、レトルト食品、乾物、日持ち

のする野菜など。 


